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フォーマルウェアーに関するルールやマナーについて、
次の文章を読んで、合っているものには○を、間違っているものには×を付けてください。
１．正礼装で装う場合、昼間・夜間とも華やかなイブニングドレスを着用する。（　×　）
２．昼の正礼装に「アフタヌーンドレス」、準礼装に「カクテルドレス」がある。（　×　）
３．昼の結婚式・披露宴で準礼装の「セミアフタヌーンドレス」を着用するのは、主催者および主な立場の
人だけである。（　×　）　　　
４．夜の格式ある結婚式・披露宴・観劇などで『イブニングドレス』を着用するのは、主な立場の人と参列
者である。（　○　）
５．夜の結婚式・披露宴で準礼装の「イブニングドレス」を着用するのは着用するは、主催者および主な立
場の人と参列者である。（　×　）
６．昼の準礼装に「カクテルドレス」、略礼装に「インフォーマルドレス」がある。（　×　）
７．正喪服のスタイルは、「ローブモンタント」を原型とした、シンプルなデザインのワンピース、スーツ、
アンサンブルなどで、季節を問わず光沢の無い素材で、色は黒に限る。（　○　）
８．弔事の葬儀・告別式で正喪服「ブラックフォーマルドレス」を着用するのは、主催者および主な立場の
人である。（　○　）
９．招待状に『ブラックタイ』の服装指定がある場合、女性も昼の正礼装であるアフタヌーンドレスを着用
する。（　×　）
10．『平服指定』の場合は、特に制約がないため、正礼装や準礼装よりも自由に着こなしが楽しめる略礼服
で良い。（　○　）
11．昼の正礼装のスタイルは、胸、背、肩をくったワンピース『ローブデコルテ』である。（　×　）
12．結婚式で男性がモーニングコートを着用する場合、女性も正礼装であるアフタヌーンドレスを着用する。
（　○　）
13．アフタヌーンドレスのスタイルは、衿元をあまりくらず、袖は７〜８分丈から長袖で肌の露出が少ない
のが特徴である。（　○　）
14．アフタヌーンドレスの素材は、クレープ、クロッケ、マトラッセ、レースなどが適している。（　○　）
15．アフタヌーンドレスで着用するアクセサリーは、光の強いダイヤなどを豪華にあしらったネックレスや
イヤリングなどが最適である。（　×　）
16．アフタヌーンドレスで着用する帽子のデザインは、屋内、屋外を問わず、つばの無いものに限る。（　×　）
17．アフタヌーンドレスで着用する靴は、プレーンなハイヒールパンプスは良いが、ドレスと共布の靴はふ
さわしくない。（　×　）
18．準礼装「セミアフタヌーンドレス」のスタイルはワンピースに限り、それ以外のアンサンブルやスーツ
などは適さない。（　×　）
19．アフタヌーンドレスで用いるバッグは、シンプルなデザインでクラッチや手提げ型の他に、ショルダー
型も良い。（　×　）
20．夜の正礼装「イブニングドレス」のデザインに、オフショルダーやワンショルダーなどは適さない。
　　 （　×　）
21．イブニングドレスの素材は、豪華なラメ地や、ブロケードなど光沢のあるものや、重量感のあるマトラッ
セなどが適している。（　○　）
22．夜の正礼装のドレス丈は、靴先が見えるヒール丈から床までのフロア丈が一般的である。（　○　）
23．「イブニングドレス」で着用する手袋は、白のサテンやキッド素材の肘上タイプが正式である。（　○　）
24．イブニングドレスで着用するネックレス、イヤリングやブレスレットなどは、真珠に限られ、モチーフ
を統一する。（　×　）
25．夜の正礼装で着用する靴は、ドレスと共布か、光沢の無いプレーンなハイヒールパンプスに限る。（　×　）
26．夜間、男性が正礼装である燕尾服を着用する場合、女子も華やかなカクテルドレスで装う。（　×　）
27．夜の準礼装であるカクテルドレスは、イブニングドレスよりも形式ばらず広範囲に着用でき、様々なデ
ザインが楽しめる。（　○　）
28．カクテルドレスで用いるバッグは、小型で光沢のあるメタルレースやラインストーンなどはふさわしく
ない。（　×　）
表１−１　質問項目と解答（１）
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　質問用紙を採点し，それぞれ個人の得点を100点満点で求め，さらに各問題の正解率を求め，
単純集計およびクロス集計を行い，その結果を比較検討した．
結果および考察
１．フォーマルウェアの各ルールについての正解率
　フォーマルウェアの各ルールについて，回答者のうち正解した人の割合を算出し，図１に示
す．なお、以下のグラフの項目は，祝事のフォーマルウェアに関する質問（１〜６，９〜30）
と弔事のフォーマルウェアに関する質問（７〜８，31〜39）とに分けて表記しているため，表
１−１，表１−２の出現の順を変更している．
（１）祝事のフォーマルウェアのルールについて
　祝事のフォーマルウェアのバランスチャートについての質問に対する解答では，「正礼装で
装う場合，昼間・夜間とも華やかなイブニングドレスを着用する」（×）を正解であった人は
80％以上であり，イブニングドレスのように「夜」という言葉が入っていることで，ある程度
想像が出来たと考えられ，「『平服指定』の場合は，特に制約がないため，正礼装や準礼装より
も自由に着こなしが楽しめる略礼服で良い」（○）を正解した人も70％いる．しかし，ドレスコー
ドで使われる『ブラックタイ』について尋ねた「招待状に『ブラックタイ』の服装指定がある
場合，女性も昼の正礼装であるアフタヌーンドレスを着用する」（×）には正しく答えられて
いない．これは，『ブラックタイ』が夜の男性の正礼装であることが把握できていないことに
よる間違いと言える．さらに，「昼の準礼装に「カクテルドレス」，略礼装には「インフォーマ
ルドレス」がある」（×）についても正解率が低く，カクテルドレスが夜のドレスであること
が理解できていない．
　次に，具体的なルールについてみる．正解率が高かったものをみると，「カクテルドレスを
着用する場合，手袋を添えると，よりフォーマルな印象が増して素敵である」，「夜の準礼装で
あるカクテルドレスは，イブニングドレスよりも形式ばらず広範囲に着用でき，様々なデザイ
ンが楽しめる」，「アフタヌーンドレスのスタイルは，衿元をあまりくらず，袖は７〜８分丈か
ら長袖で肌の露出が少ないのが特徴である」，「イブニングドレスの素材は，豪華なラメ地や，
表１−２　質問項目と解答（２）
29．カクテルドレスを着用する場合、手袋を添えると、よりフォーマルな印象が増して素敵である。（　○　）
30．夜のインフォーマルドレスにふさわしい靴は、光沢がなくヒールの低いものが最適である。（　×　）
31．正喪服はシンプルなデザインで、季節を問わず光沢の無い素材で、色は黒と限る。（　○　）
32．正喪服のスカート丈は、くるぶしまでのロング丈でも良い。（　○　）
33．正喪服で用いるバッグは、光沢のない黒で、数珠や袱紗が入る程度の大きさが適している。（　○　）
34．正喪服で着用するネックレスは１連のもので、黒・白の真珠、オニキス、黒曜石などがふさわしい。（　○　）
35．夏の正喪服は、黒地でシンプルなデザインであれば、袖なしでも良い。（　×　）
36．略喪服のスタイルは、ワンピースに限り、パンツスーツなどは適さない。（　×　）
37．準喪服のスタイルは、黒を基本としてワンピース、スーツ、アンサンブルなどがふさわしい。パンツス
タイルはカジュアルになるので避けた方が無難である。（　×　）
38．喪服の素材には季節感を大切にすることもフォーマルのマナーであり、夏にベルベットなどのドレスは
ふさわしくない。（　○　）
39．喪服で手袋を着用する場合、お線香の時ははずし、献花や玉串奉納の時にははめたままで良い。（　○　）
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図１　フォーマルウェアーの各ルールについての正解率
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ブロケードなど光沢のあるものや，貴重感のあるマトラッセなどが適している」で75％を超え
ている．これらは，正礼装での手袋や素材などイメージしやすいもので，質問内容が合ってい
る（解答が○の）ものであった．逆に，正解率が低いものは，「夜間，男性が正礼装である燕
尾服を着用する場合，女子も華やかなカクテルドレスで装う」（×）が32.14％で最も低く，燕
尾服が正礼装であることとカクテルドレスが準礼装であることが理解できていない人が多く，
次いで「アフタヌーンドレスで用いるバッグは，シンプルなデザインでクラッチや手提げ型の
他に，ショルダー型も良い」（×），「アフタヌーンドレスで着用する靴は，プレーンなハイヒー
ルは良いが，ドレスと共布の靴はふさわしくない」（×）が50％を切っており，１か所が違っ
ていることに気づかないようであり，これらは全て解答が×の項目であった．このことから，
女子大学生は，祝事のフォーマルウェアのルールについては，なんとなく大体のイメージでは
理解できているもののうろ覚えの部分がかなりあると推察される．
（２）弔事のフォーマルウェアのルールについて
　弔事に着用する喪服についての質問項目では，「正喪服で用いるバッグは，光沢の無い黒で，
数珠や袱紗が入る程度の大きさが適している」（○），「正喪服のスタイルは，「ローブモンタン
ト」を原型とした，シンプルなデザインのワンピース，スーツ，アンサンブルなどで，季節を
問わず光沢の無い素材で，色は黒に限る」（○），「正喪服で着用するネックレスは１連のもので，
黒・白の真珠，オニキス，黒曜石などがふさわしい」（○），「正喪服はシンプルなデザインで，
季節を問わず光沢の無い素材で，色は黒と限る」（○）が，80％以上の正解率で，祝事のフォー
マルウェアのルールより高い正解率を示す．女子大学生は，喪服に対しては，シンプルなデザ
インや光沢の無い黒に限るということは理解できているようである．しかし，不正解が多かっ
た項目は「準喪服のスタイルは，黒を基本としてワンピース，スーツ，アンサンブルなどがふ
さわしい．パンツスタイルはカジュアルになるので避けた方が無難である」（×），「弔事の葬儀・
告別式では正喪服「ブラックフォーマルドレス」を着用するのは，主催者および主な立場の人
である」（○）の２項目あり，「ブラックフォーマルドレス」を着用する対象が正しく理解でき
ていなかったり，準喪服のスタイルは，現在ではパンツスタイルでもいいことが浸透していな
いことがわかる．
　第２次世界大戦以後，ほとんどの日本人は洋服を着用するようになった．祝事のフォーマル
ウェアに比べてルールが細分化していない喪服の場合は，かなり女子学生にも理解されている
と思われる．しかし，祝事の場合には，振り袖や留袖など，ルールとして昼間と夜間の区別が
ほとんど付けられていない和服を着ることも未だ多く，洋服を着用するときは，普段着か略礼
装の範囲となり，フォーマルウェアのルールとして近年よく使われるようになった『ドレスコー
ド』などについては，理解していないようである．
２．グループ別の平均点
　今回の被験者は，どの学生も被服
分野に興味があり，その関連科目を
履修している学生であるが，履修カ
リキュラムには違いがある．
　そこで，学科学年ごとにグループ
別の平均点を図２に示す．
　最も平均点が高かったのは，生活 図２　グループ別の平均点
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創造デザインコース２年次学生であり，71.73点である．次いで，生活創造デザインコース１
年次学生であるが，59.81点とかなり差があった．生活環境学科２年次学生は56.73点，家政経
済学科２年次学生は56.68点であり，生活創造デザインコース１年次学生とあまり差がないと
いう結果であった．
　これは，生活創造デザインコース２年次学生は，すでに昨年11月にフォーマルスペシャリス
ト準２級を取得した学生であることが，他のグループとに差ができたと思われる．他の３グルー
プは，被服に関してある程度の知識はあるものの，フォーマルウェアのルールについて詳しく
学ぶ機会がなかったと考えられる．生活創造デザインコース１年次学生は，今年の11月に準２
級の受験を控えているが，受験の前に数回の補習を行うことが決められており，それによって
知識が積み上げられることになる．
　また，生活創造デザインコース２年次学生は，他のグループと比べて得点は高いが，準２級
の検定の合格ラインは80点以上であり，すでに時間の経過に伴い忘れている項目もいくつか見
られる．
３．祝事のフォーマルウェアと弔事のフォーマルウェアのルール
　フォーマルウェアのルールでは，多くのことが決められており，女子大学生の認識について
は，フォーマルスペシャリスト準２級の検定を取得している生活創造デザインコース２年次学
生の平均点が高いことが分かった．
　フォーマルウェアを分類すると，結婚式や記念式典，パーティーなどの時に着用する祝事の
フォーマルウェアと，告別式や葬儀などの時に着用する弔事のフォーマルウェアとに分けられ
る．さらに，祝事のフォーマルウェアは，着用する時間帯によって昼間と夜間に分けられる．
それぞれで，着用者の立場や場合によって違っている．
　そこで，各グループによって理解度の違い
があるかを見ることにした．その結果を図３
に示す．先に述べたように平均点は各グルー
プで差はあるものの，どのグループも弔事の
フォーマルウェアのルールについての質問の
平均点が高くなっている．
　女子大生が弔事に出席する機会は年齢から
みてもそれほど多くはないので比較的わかり
やすいのに対して，祝事のフォーマルウェア
のルールやドレスコードがかなり多様に分か
れているため、細かいところまでは理解して
おらず，平均値が低くなっていると推測でき
る．
　和服をほとんど着ることがなく所持するこ
とも少なくなった若い女性が，第２次世界大戦後に日本に普及した洋服を，おしゃれに着用し
ている現在ではあるが，そのルールをきちんと学ぶ機会があまりなく，なんとなく着用してい
るというのが現状ではないか．
　そこで，全体にどの項目で分からない人が多いのか，あるいはフォーマルスペシャリスト準
２級の取得のために学んだことによって理解できており，逆にきちんと学ばなければわからな
図３　祝事と弔事のフォーマルウェアーのルール
の平均点
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図４　フォーマルウェアーの各ルールについてのグループ別平均点
– 64 –
名古屋女子大学紀要　第61号（家政・自然編）
い項目は何であるかなどについて検討するため，学科学年ごとにクロス集計を行い，図４に各
項目ごとのグループ別平均点を示す．
　どのグループも平均点が低かった項目は，「夜の結婚式・披露宴で準礼装の「イブニングド
レス」を着用するのは，主催者および主な立場の参列者である」（×），「招待状に『ブラック
タイ』の服装指定がある場合，女性も昼の正礼装であるアフタヌーンドレスを着用する」（×），
「昼の正礼装のスタイルは，胸，背，肩をくったワンピース『ローブデコルテ』である」（×），「ア
フタヌーンドレスで用いるバッグはシンプルなデザインでクラッチや手提げ型の他に，ショル
ダー型も良い」（×），「弔事の葬儀・告別式で正喪服「ブラックフォーマルドレス」を着用す
るのは，主催者および主な立場の人である」（○），「準喪服のスタイルは，黒を基本としてワ
ンピース，スーツ，アンサンブルなどがふさわしい．パンツスタイルはカジュアルになるので
避けた方が無難である」（×）の６項目である．
　逆に，生活創造デザインコース１年次学生と２年次学生がともに高い点であった項目は，「『平
服指定』の場合は，特に制約がないため，正礼装や準礼装よりも自由に着こなしが楽しめる略
礼服で良い」（○），「イブニングドレスで着用する手袋は，白のサテンやキッド素材の肘上タ
イプが正式である」（○），「カクテルドレスを着用する場合，手袋を添えると，よりフォーマ
ルな印象が増して素敵である」（○），「正喪服のスタイルは，「ローブモンタントを原型とした，
シンプルなデザインのワンピース，スーツ，アンサンブルなどで，季節を問わず光沢の無い素
材で，色は黒に限る」（○），「正喪服で着用するネックレスは１連のもので，黒・白の真珠，
オニキス，黒曜石などがふさわしい」（○），「夏の正喪服は，黒地でシンプルなデザインであ
れば，袖なしでも良い」（×）の６項目であり，さらに，フォーマルスペシャリスト準２級を
取得した生活創造デザインコース２年次学生だけが80％以上の正解率であった項目は多く，「正
礼装で装う場合，昼間・夜間とも華やかなイブニングドレスを着用する」（×），「結婚式で男
性がモーニングコートを着用する場合，女性も正礼装であるアフタヌーンドレスを着用する」
（○），「アフタヌーンドレスのスタイルは，衿元をあまりくらず，袖は７〜８分丈から長袖で
肌の露出が少ないのが特徴である」（○），「アフタヌーンドレスの素材は，クレープ，クロッケ，
マトラッセ，レースなどが適している」（○），「準礼装「セミアフタヌーンドレス」のスタイ
ルはワンピースに限り，それ以外のアンサンブルやスーツなどは適さない」（×），「夜の正礼
装「イブニングドレス」のデザインに，オフショルダーやワンショルダーなどは適さない」（×），
「正喪服のスカート丈は，くるぶしまでのロング丈でも良い」（○），「略喪服のスタイルは，
ワンピースに限り，パンツスーツなどは適さない」（×）の８項目である．
　以上の結果から，どのグループも正解率が低かった項目を見ると，答えが×のものがほとん
どであり，その内容は，質問項目の中にひとつ間違いが含まれているものであり，なんとなく
のイメージで答えており，間違っている箇所が読み取れていない．
　逆に，生活創造デザインコース１・２年次学生が正解している項目は，アクセサリー類につ
いての質問が多く，さらに，２年次学生は，正・準・略礼装の区別や昼間と夜間との区別があ
る程度理解できていると考えられる．
　第２次世界大戦後，日本に洋服の着用が普及して既に70年近い時が過ぎているにもかかわら
ず，おしゃれに敏感な女子大学生において，フォーマルウェアのルールが，曖昧に認識されて
いることが把握できた．今後，我々の生活がグローバルになっていくことで，洋服をフォーマ
ルな場所で着用することが多くなることを考えると，フォーマルウェアのルールをきちんと教
えていく必要があると考える．
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　社会において，日本のフォーマルシーンが増加していることを背景に，女子大学生がどの程
度そのルールを理解し，認識しているかを探ることを目的とし，日本フォーマル協会のフォー
マルスペシャリスト準２級の過去４年間のレディース問題を用いて，採点結果を分析した．
　その結果，女子大学生は，祝事のフォーマルウェアのルールは，なんとなくイメージでは理
解できているものの，うろ覚えの部分がかなりあると推察され，『ドレスコード』などを，理
解しているとは言えない．喪服の場合は，ルールはかなり理解されていると思われる．祝事の
ドレスのルールについては，すでにフォーマルスペシャリスト準２級を取得した学生と他のグ
ループとに差が見られ，平均点が高く，ある程度の知識が理解できているが，時間の経過に伴
い忘れている項目もいくつか見られた．他の３グループは，フォーマルウェアのルールについ
て詳しく学ぶ機会がなかったと考えられる．
　おしゃれに敏感な女子大学生において，フォーマルウェアのルールが，曖昧に認識されてお
り，今後，洋服をフォーマルな場所で着用する機会が増えると予測できるため，そのルールを
きちんと教えていく必要があると考える．
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